
 

 

 

 

 

 

 

第６章 異常水質事故発生状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 概要 

異常水質事故とは、公共用水域に汚水、廃液、油等が排出又は廃棄され、水質の

著しい汚濁やそれらによる魚介類等への被害が発生することをいう。 

異常水質事故の発生場所や原因等により関連部署は多岐にわたっており、本市で

は、平成30(2018)年4月に策定した「川崎市水質事故対応要領」＊に基づき対応して

いる。 

  ＊ 平成6(1994)年度～平成29(2017)年度までは、「川崎市異常水質事故対策要領」 

 

Ⅱ 対象事故 

環境局環境保全課で把握した魚死亡、油浮遊等の異常水質事故 

 

Ⅲ 発生状況 

1 異常水質事故発生件数 

(1) 種類別事故発生件 

令和6(2024)年度に発生した異常水質事故は54件であった。前年度の43件か

ら11件増加した。異常水質事故の種類別では、着色水とその他の水質異常が13

件と最も多く、地下浸透が9件、油浮遊が8件、濁水が7件、pH異常が3件、魚死

亡が1件であった。 

 

(2) 水系別異常水質事故発生件数(表Ⅵ－1) 

水系別では、東京湾で26件、多摩川水系で15件、鶴見川水系で13件の異常水

質事故が発生した。 

東京湾で発生した異常水質事故は、油浮遊が3件、濁水が3件、pH異常が2件、

地下浸透が7件、その他の水質異常が11件であった。 

多摩川水系で発生した異常水質事故は、魚死亡が1件、油浮遊が4件、着色水

が5件、濁水が2件、pH異常が1件、地下浸透が2件であった。河川別では、多摩

川本川で1件（地下浸透1件）、三沢川で1件（魚死亡1件）、平瀬川で4件（油

浮遊1件、着色水2件、地下浸透1件）、二ヶ領本川・用水で2件(着色水1件、濁

水1件)、五反田川で2件（着色水1件、濁水1件）、山下川で2件（油浮遊2件）、

宮内排水幹線で3件（油浮遊1件、着色水1件、pH異常1件）であった。 

鶴見川水系で発生した異常水質事故は、油浮遊が1件、着色水が8件、濁水が

2件、その他の水質異常が2件であった。河川別では、矢上川で6件(着色水3件、

濁水1件、その他の水質異常2件)、麻生川で5件（着色水4件、濁水1件）、早野

川で1件（油浮遊1件）、その他1件（真光寺川・その他の水質異常）であった。 
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表Ⅵ－1 水系別異常水質事故発生件数 

 

川崎港運河内 3 3 2 7 11 26
川崎港運河外 0

小計 3 3 2 7 11 26
多摩川本川 1 1

三沢川 1 1
旧三沢川 0
平瀬川 1 2 1 4

二ヶ領本川・用水 1 1 2
五反田川 1 1 2

登戸雨水幹線 0
山 下 川 2 2

六ヶ村堀雨水幹線 0
宮内雨水幹線 1 1 1 3

その他 0

小計 1 4 5 2 1 2 15

鶴見川本川 0
矢上川 3 1 2 6
有馬川 0
渋川 0

麻生川 4 1 5
早野川 1 1

真福寺川 0
片平川 0
江川 0

その他 1 1

小計 1 8 2 2 13
合計 　 1 8 13 7 3 9 13 54

その他の
水質異常

合計
水系

東
京
湾

着色水 濁水 pH異常 地下浸透油浮遊
種類

魚死亡

多
摩
川

鶴
見
川

 

(3) 原因別異常水質事故発生件数(表Ⅵ－2) 

原因者が判明した異常水質事故は34件で、工場・事業場によるものが29件、

建設工事によるものが2件、船舶によるものが2件、その他が1件であった。 

工場・事業場に起因する29件の異常水質事故(油浮遊2件、濁水5件、pH異常3

件、地下浸透9件、その他の水質異常10件)の原因は、施設の破損が18件、作業

ミスが2件、施設の管理不備が4件、原因不明が5件であった。建設工事に起因

する2件の異常水質事故（油浮遊1件、濁水1件）の原因は、水道・ガス工事が1

件、道路工事が1件であった。また、原因不明の異常水質事故は20件で、 魚死亡

が1件、油浮遊が4件、着色水が13件、その他の水質異常が2件であった。 
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表Ⅵ－2 原因別異常水質事故発生件数  

施設の破損 2 4 7 5 18
作業ミス 1 1 2
施設の管理不備 1 2 1 4
火災消火 0
原因不明 1 4 5

小計 2 5 3 9 10 29
下水道工事 0
河川改修・管理 0
水道・ガス工事 1 1
建築工事 0
道路工事 1 1
その他の工事 0

小計 1 1 2
施設の破損 0
作業ミス 0
施設の管理不備 0
原因不明 1 1

小計 1 1
1 1 2

1 4 13 2 20
1 8 13 7 3 9 13 54

合計
原因

その他の
水質異常

地下浸透

工
場
・
事
業
場

建
 
設
 
工
 
事

濁水 pH異常
種類

魚死亡 油浮遊 着色水

船
　
舶

その他
原因不明

合計  

2 異常水質事故発生状況の経年推移(平成6(1994)年度～令和6(2024)年度) 

(1) 異常水質事故発生件数 

平成6(1994)年度から令和6(2024)年度までの種類別異常水質事故発生件数

を表Ⅵ－3に示す。 

過去31年間の平均発生件数は40件/年であった。 

 

表Ⅵ－3 種類別異常水質事故発生件数経年推移  

年度

種類

魚死亡 3 3 4 12 1 0 3 3 1 1 0 0 2 2 0 4 5 4 4 3 3 0 1 3 2 0 0 2 3 2 1 72

油浮遊 13 11 13 24 15 11 18 11 14 20 11 21 20 19 21 14 10 14 19 25 17 23 17 14 16 12 19 14 19 4 8 487

着色水 3 5 6 8 3 4 9 1 5 6 7 5 27 12 18 38 26 8 21 16 14 18 15 12 14 7 11 9 2 12 13 355

濁水 1 2 0 0 3 4 6 5 4 4 1 5 4 7 8 14 4 1 2 2 5 8 4 3 3 5 2 2 3 6 7 125

pH異常 3 2 5 4 2 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 1 2 1 7 4 2 3 1 3 47

地下浸透 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 6 2 3 5 7 6 9 41

その他 1 1 2 2 1 1 1 0 1 4 1 0 0 1 2 3 1 7 2 3 4 2 5 3 5 2 6 11 8 12 13 105

合計 24 24 30 50 25 20 38 21 25 35 21 32 53 41 49 73 46 36 48 50 44 52 43 38 47 35 45 45 45 43 54 1232

1995 1996 1997 合計2009 2010 2011 20121994 2000 2001 2002 20172015 20231998 20141999 2003 2008 201820062004 20242020 202120072005 2013 2016 20222019
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(2) 水系別異常水質事故発生件数 

平成6(1994)年度から令和6(2024)年度までの水系別異常水質事故発生件数

を表Ⅵ－4に示す。 

水系別発生件数は、海域では京浜運河(55件)、多摩川水系では平瀬川(249件)、

鶴見川水系では矢上川(167件)が最も多かった。 

 

表Ⅵ－4 水系別異常水質事故発生件数経年推移 

合計20092002 2003 2004 2014 20151996 1997 1998 1999 202220202013201120082006 2010 2016 20172000 20072001 2005
年度

19951994 2023 20242021201920182012

川崎港運河外 1 4 1 1 3 1 2 3 4 3 2 1 2 1 3 1 1 2 1 1 3 1 42
末広運河 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 2 15
田辺運河 2 1 2 2 2 1 1 2 2 1 1 5 1 2 1 1 1 1 29
大師運河 1 1 1 1 1 3 1 4 1 1 2 2 2 2 6 3 1 5 2 8 48
京浜運河 2 2 2 3 4 2 1 4 3 1 2 1 1 1 3 4 3 4 1 4 1 2 2 2 55
千鳥運河 1 2 2 2 1 1 1 2 1 5 2 1 1 3 3 28
塩浜運河 1 3 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 18
池上運河 1 1 1 2 2 1 1 1 10
夜光運河 1 3 1 1 6
水江運河 1 1 1 1 2 2 4 5 17
浅野運河 1 1 2 1 1 1 1 1 1 10
桜掘運河 1 2 2 1 1 7
南渡田運河 1 1 2 3 2 1 2 1 13
白石運河 1 2 1 1 1 2 1 1 10
川崎航路 1 1 1 1 4
境運河 1 1 1 2 1 6
多摩運河 　 　 1 1 1 1 1 1 6

小計 6 8 8 10 3 8 5 5 12 10 8 13 12 12 11 6 2 8 9 11 11 11 16 11 16 18 15 11 16 13 19 324
多摩川本川 3 2 1 5 2 1 5 5 5 7 2 1 4 2 2 2 5 2 5 3 1 65
三沢川 1 1 1 3 2 1 1 1 2 2 4 1 1 1 2 2 1 2 2 2 1 34
旧三沢川 1 1 1 1 2 1 1 1 9
平瀬川 5 4 9 7 5 5 1 4 2 6 5 6 23 8 16 34 14 10 11 11 11 15 5 4 6 3 5 7 1 3 3 249
二ヶ領本川・用水 6 6 2 8 3 2 5 5 1 2 4 4 3 3 3 1 3 3 2 2 3 5 5 2 2 2 1 4 4 2 98
五反田川 1 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 4 2 2 4 7 4 2 1 3 4 2 52
登戸雨水幹線 1 1 1 1 4
山下川 2 1 1 1 1 1 1 2 10
六ヶ村堀雨水幹線 1 2 1 1 1 6
宮内雨水幹線 1 1 1 1 1 3 8
その他 2 2 1 1 6 4 1 3 3 1 24

小計 13 12 13 25 15 8 17 14 9 13 10 13 30 19 27 48 27 17 21 22 22 26 18 18 17 9 16 23 11 13 13 559
鶴見川本川 1 1 1 1 1 1 3 1 1 11
矢上川 2 4 4 6 4 1 5 2 10 2 2 8 6 6 10 11 7 5 9 8 11 5 3 1 3 6 4 8 8 6 167
有馬川 1 3 4 2 1 3 1 3 4 2 2 1 2 1 30
渋川 1 1 1 1 1 1 1 1 8
麻生川 1 3 1 1 1 1 2 3 2 4 2 3 2 2 1 1 2 5 37
早野川 1 1 1 1 1 1 6
真福寺川 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 12
片平川 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 1 1 2 17
江川 1 1 1 3
その他 1 1 4 1 4 2 2 1 1 1 18

小計 5 4 9 15 7 4 15 2 4 12 3 6 11 10 11 19 17 11 18 17 11 15 9 8 8 6 11 6 11 11 13 309
0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 2 3 5 7 6 9 40

24 24 30 50 25 20 38 21 25 35 21 32 53 41 49 73 46 36 48 50 44 52 43 38 47 35 45 45 45 43 54 1232

合計20092002 2003 2004 2014 20151996 1997 1998 1999 202220202013201120082006 2010 2016 2017

多
摩
川

東
京
湾

2000 20072001 2005
水系

19951994 2023 2024202120192018

鶴
見
川

地下浸透
合計

2012
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(3) 原因別水質事故発生件数 

平成6(1994)年度から令和6(2024)年度までの原因別異常水質事故発生件数

を表Ⅵ－5に示す。 

原因不明の異常水質事故は過去31年間で平均22件/年であり、全体の55％と

なっている。 

 

表Ⅵ－5 原因別異常水質事故発生件数経年推移 

施設の破損 1 6 2 1 2 1 2 2 1 1 2 1 1 1 2 3 2 1 9 11 4 9 12 9 18 104

作業ミス 6 3 5 2 5 7 1 2 6 4 6 5 2 2 4 1 3 1 3 4 2 5 7 6 3 4 3 2 104

施設の管理不備 4 3 5 1 5 3 4 3 1 2 3 1 1 3 3 3 9 7 2 4 11 7 3 7 7 5 6 4 117

火災消火 1 1 1 2 1 1 7

原因不明 1 1 1 4 1 1 4 5 18

小計 7 10 9 11 4 7 13 6 8 10 6 10 8 3 2 5 2 8 4 13 13 8 10 15 21 22 21 21 22 22 29 350

下水道工事 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 12

河川改修・管理 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 13

水道･ガス工事 1 1 2 1 1 1 7

建築工事 1 1 2 1 3 1 2 3 5 2 2 3 2 1 1 2 1 2 35

道路工事 1 1 1 1 2 1 2 1 10

その他の工事 2 2 3 1 1 3 2 2 16

小計 1 1 2 1 5 0 3 2 3 2 1 4 4 6 5 11 0 5 5 6 5 1 1 1 2 1 2 5 2 4 2 93

施設の破損 1 1 3 1 2 1 3 2 1 2 1 1 1 2 1 2 25

作業ミス 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 14

施設の管理不備 1 1 1 2 5

原因不明 1 1 2 1 5

小計 0 2 1 3 2 3 0 0 3 3 2 2 4 1 0 1 1 1 2 2 0 3 4 0 0 3 2 0 3 0 1 49

1 1 3 5 4 0 2 2 2 3 1 2 0 2 1 0 1 2 2 5 2 2 5 2 3 0 3 4 0 3 2 65

15 10 15 30 10 10 20 11 9 17 11 14 37 29 41 56 42 20 35 24 24 38 23 20 21 9 17 15 18 14 20 675

24 24 30 50 25 20 38 21 25 35 21 32 53 41 49 73 46 36 48 50 44 52 43 38 47 35 45 45 45 43 54 1232

20222020201920152001 2002 2003 2004 2005 2006
原因

1994 2007 2014

その他

原因不明

1997 1998 1999 2000 2013 20172016

合計

工
場
・
事
業
場

建
設
工
事

船
舶

1995 1996
年度

20242023202120182008 合計2009 2010 2011 2012

  

 

 

3 異常水質事故発生状況一覧 

令和6(2024)年度に発生した異常水質事故の発生状況の一覧を表Ⅵ－6に示す。 
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表
Ⅸ

－
6 

異
常
水

質
事

故
発
生

状
況
一

覧
 

発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

4／
14

 
・

 
4／

14
 

4／
14

 

鶴
見
川

 
矢
上
川

 
高
津
区

 
子
母
口

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
高
津
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
矢
上

川
鷹
巣
橋

と
橘
橋
の

間
の

排

水
口

か
ら
白

濁
水
が

流
れ
て

い
る
と

通
報

が
あ

り
現

地
調
査

を
行
っ

た
が
、

発
生
源

の
特

定
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

4／
25

 
 

 ・
 

4／
25

 
4／

25
 

鶴
見
川

 
矢
上
川

 
高
津
区

 
東
野
川

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
高
津
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

 
市

民
か
ら

矢
上
川

野
川
橋

の
上
流

か
ら

濁
水

が
流

れ
て
い

る
と
通

報
が
あ

っ
た
。

調
査

し
た

結
果

、
河
川

の
浚
渫

と
川
底

の
補
強

工
事

が
原

因
だ
っ
た
。

 

 

5／
15

 
・

 
5／

15
 

5／
15

 

鶴
見
川

 
矢
上
川

 
中
原
区

 
木
月

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
中
原
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
矢
上

川
中
吉
橋

か
ら
白
濁

水
が

流

れ
て

い
る
と

通
報
が

あ
り
現

地
調
査

を
行

っ
た

が
、
発
生
源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

5／
16

 
・

 
5／

16
 

5／
16

 

多
摩
川

 
多

摩
川

本

川
 

高
津
区

 
下
野
毛

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
上
下
水
道
局
下
水
道
水
質
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
上
下
水
道
局
下
水
道
水
質
課

 

判
明

 
 

不
明

 

下
水

道
水
質
課

か
ら
工
場

で
廃
液
回

収
業

者

が
作

業
中
に

有
機
溶

媒
廃
液

を
転
倒

さ
せ

て
し

ま
い

地
下
浸

透
し
た

と
情
報

提
供
が

あ
っ

た
。

事
業

者
に
対

し
、
再

発
防
止

策
等
を

記
載

し
た

報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

6／
6 

・
 

6／
6 

6／
6 

鶴
見
川

 
矢
上
川

 
高
津
区

 
久
末

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
道
路

側
溝
で
泡

が
流
れ
て

い
る

と

通
報

が
あ
り

現
地
調

査
を
行

っ
た
が

、
発

生
源

の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

6／
6 

・
 

6／
6 

6／
6 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
破

損
し
た
配

管
か
ら
水

に
溶

け

る
と

pH
2～

3
を
呈
す
粉
体
状
の
薬
品
が
舞
っ

て
し

ま
っ
た

と
連
絡

が
あ
っ

た
。
事

業
者

に
対

し
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

5／
28

 
・

 
6／

12
 

6／
12

 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業
者
か
ら

CO
D

の
総
量
規
制
値
を
超
過

す
る

濃
度
の

排
水
が

確
認
さ

れ
た
と

連
絡

が
あ

っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防
止
策
等
を
記
載

し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

6／
20

 
・

 
6／

20
 

6／
20

 

多
摩
川

 
山
下
川

 
多
摩
区

 
生
田

 
 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
多
摩
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
消
防
局
多
摩
消
防
署

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
二
ヶ

領
本
川
と

合
流
付
近

の
山

下

川
で

油
が
流

れ
て
い

る
と
通

報
が
あ

り
現

地
調

査
を

行
っ
た

が
、
発

生
源
の

特
定
に

は
至

ら
な

か
っ
た
。

 

 

6／
29

 
・

 
7／

1 
7／

1 

多
摩
川

 
二

ヶ
領

用

水
 

高
津
区

 
二
子

 

 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
上
下
水
道
局
下
水
道
水
質
課

 
上
下
水
道
局
中
部
下
水
道
事
務
所

 
②

 
上
下
水
道
局
中
部
下
水
道
事
務
所

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
汚

泥
を
送
っ

て
い
る
圧

送
管

の

空
気

弁
か
ら

処
理
水

が
溢
れ

、
側
溝

を
経

由
し

て
二

ケ
領

用
水

に
流

出
し

た
と

連
絡

が
あ

っ

た
。

原
因
は

汚
泥
圧

送
管
の

空
気
弁

と
考

え
ら

れ
、
交
換
工
事
を
実
施
し
、
事
業
者
に
対
し
、
再

発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書
を

提
出

す
る

よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

7／
2 

・
 

7／
2 

7／
2 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
海
上
保
安
庁

 
消
防
局
臨
港
消
防
署

 
②

 
海
上
保
安
庁

 
消
防
局
臨
港
消
防
署

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
海

上
に
油
膜

を
確
認
し

た
と

連

絡
が

あ
っ
た

。
原
因

は
施
設

の
破
損

等
に

よ
り

排
水

溝
か
ら

海
上
に

流
出
し

た
も
の

だ
っ

た
。

油
は

オ
イ
ル

キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー

等
で
回

収
し

た
。

事
業

者
に
対

し
、
再

発
防
止

策
等
を

記
載

し
た

報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

7／
3 

・
 

7／
3 

7／
3 

東
京
湾

 
観
音
川

 
川
崎
区

 
塩
浜

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
り

ん
が
基
準

超
過
し
た

と
連

絡

が
あ

っ
た
。

事
業
者

に
対
し

、
原
因

究
明

を
行

い
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

7／
14

 
 

 ・
 

7／
14

 
7／

15
 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

 
事

業
者
か

ら
配
管

が
亀
裂

し
灯
油

が
土

壌
に

漏
洩

し
た
と

連
絡
が

あ
っ
た

。
灯
油

は
吸

着
マ

ッ
ト
等
で
回
収
し
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防

止
策

等
を
記

載
し
た

報
告
書

を
提
出

す
る

よ
う

指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

7／
26

 
・

 
7／

26
 

7／
26

 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
消
防
局
臨
港
消
防
署

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
消
防
局
臨
港
消
防
署

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
配

管
の
破
損

に
よ
り
ス

ロ
ッ

プ

油
が

漏
洩
し

た
と
連

絡
が
あ

っ
た
。

事
業

者
に

対
し

、
再
発

防
止
策

等
を
記

載
し
た

報
告

書
を

提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

8／
2 

・
 

8／
2 

8／
5 

鶴
見
川

 
矢
上
川

 
宮
前
区

 
野
川
本
町

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
矢
上

川
で
泡
が

流
れ
て
い

る
と

通

報
が

あ
り
現

地
調
査

を
行
っ

た
が
、

発
生

源
の

特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

8／
3 

・
 

8／
4 

8／
5 

鶴
見
川

 
真
光
寺
川

 
麻
生
区

 
岡
上

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
神
奈
川
県
川
崎
治
水
セ
ン
タ
ー

 
②

 
神
奈
川
県
川
崎
治
水
セ
ン
タ
ー

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

神
奈

川
県
川
崎

治
水
セ
ン

タ
ー
か
ら

真
光

寺

川
で

白
濁
水

が
流
れ

て
い
る

と
連
絡

が
あ

り
現

地
調

査
を
行

っ
た
。

雨
水
排

水
桝
の

グ
レ

ー
チ

ン
グ

か
ら
直

接
モ
ル

タ
ル
を

流
し
た

と
思

わ
れ

る
。
原
因
者
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

 

 

8／
4 

・
 

8／
5 

8／
5 

東
京
湾

 
末
広
運
河

 
川
崎
区

 
小
島
町

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
り

ん
が
基
準

超
過
し
た

と
連

絡

が
あ

っ
た
。

浄
化
槽

内
の
リ

ン
を
多

く
含

ん
だ

汚
泥

が
流
れ

た
こ
と

が
原
因

だ
と
思

わ
れ

る
。

事
業

者
に
対

し
、
再

発
防
止

策
等
を

記
載

し
た

報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

8／
8 

・
 

8／
9 

8／
9 

東
京
湾

 
夜
光
運
河

 
川
崎
区

 
塩
浜

 

 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
港
湾
局
港
湾
管
理
課

 
消
防
局
臨
港
消
防
署

 
臨
港
警
察
署

 
②

 
消
防
局
臨
港
消
防
署

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

港
湾

局
港
湾
管

理
課
か
ら

川
崎
港
で

船
が

燃

え
る

火
災
が

あ
り
、

油
が
流

出
し
た

と
連

絡
が

あ
っ
た
。
油
は
吸
着
マ
ッ
ト
等
で
回
収
し
た
。
バ

ッ
テ
リ
ー
が
出
火
元
だ
っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、

再
発

防
止
策

等
を
記

載
し
た

報
告
書

を
提

出
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

8／
17

 
・

 
8／

17
 

8／
17

 

多
摩
川

 
平

瀬
川

支

川
 

宮
前
区

 
菅
生

 
 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
宮
前
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
消
防
局
宮
前
消
防
署

 
②

 
消
防
局
宮
前
消
防
署

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
平
瀬

川
支
川
で

油
が
流
れ

て
い

る

と
通

報
が
あ

っ
た
。

油
は
吸

着
マ
ッ

ト
で

回
収

し
た
。
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
発
生
源
の
特
定

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

8／
26

 
・

 
8／

26
 

8／
26

 

東
京
湾

 
末
広
運
河

 
川
崎
区

 
小
島
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
汚

水
配
管
が

破
れ
汚
泥

が
流

出

し
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発

防
止

策
等
を

記
載
し

た
報
告

書
を
提

出
す

る
よ

う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

9／
10

 
・

 
9／

10
 

9／
10

 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
配

管
か
ら
油

が
漏
洩
し

た
と

連

絡
が

あ
っ
た

。
接
触

し
た
土

壌
を
掘

削
し

廃
棄

し
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防
止
策
等
を
記
載

し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

9／
13

 
・

 
9／

13
 

9／
13

 

多
摩
川

 
山
下
川

 
多
摩
区

 
枡
形

 

 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
多
摩
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
消
防
局
多
摩
消
防
署

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
山
下

川
で
油
が

流
れ
て
い

る
と

通

報
が

あ
り
現

地
調
査

を
行
っ

た
が
、

発
生

源
の

特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

9／
13

 
・

 
9／

13
 

9／
13

 

東
京
湾

 
観
音
川

 
川
崎
区

 
塩
浜

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
り

ん
が
基
準

超
過
し
た

と
連

絡

が
あ

っ
た
。

事
業
者

に
対
し

、
原
因

究
明

を
行

い
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

10
／

17
 

・
 

10
／

17
 

10
／

17
 

鶴
見
川

 
麻
生
川

 
麻
生
区

 
古
沢

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
麻
生

川
で
白
濁

水
が
流
れ

て
い

る

と
通

報
が
あ

り
現
地

調
査
を

行
っ
た

が
、

発
生

源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た

 

 

10
／

23
 

・
 

10
／

23
 

10
／

23
 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
〇

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

 
事

業
者
か

ら
配
管

か
ら
油

が
漏
洩

し
土

壌
に

浸
透

し
た
と

連
絡
が

あ
っ
た

。
浸
透

し
た

油
は

事
業

者
が
浸

透
範
囲

を
掘
削

し
回
収

し
た

。
事

業
者

に
対
し

、
再
発

防
止
策

等
を
記

載
し

た
報

告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

10
／

31
 

・
 

10
／

31
 

10
／

31
 

鶴
見
川

 
麻
生
川

 
麻
生
区

 
上
麻
生

 

 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
神
奈
川
県
川
崎
治
水
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
麻
生

川
で
白
濁

水
が
流
れ

て
い

る

と
通

報
が
あ

り
現
地

調
査
を

行
っ
た

が
、

発
生

源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

10
／

31
 

・
 

10
／

31
 

10
／

31
 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
海
上
保
安
庁

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

 
事

業
者
か

ら
配
管

が
亀
裂

し
活
性

炭
が

海
上

に
漏

洩
し
た

と
連
絡

が
あ
っ

た
。
事

業
者

に
対

し
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

11
／

1 
・

 
11

／
1 

11
／

1 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業
者
か
ら

pH
が
基
準
超
過
し
た
と
連
絡

が
あ
っ
た
。

pH
計
電
極
の
汚
れ
に
よ
る
感
度
低

下
が
原
因
だ
っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防
止

策
等

を
記
載

し
た
報

告
書
を

提
出
す

る
よ

う
指

導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

11
／

6 
・

 
11

／
6 

11
／

6 

鶴
見
川

 
麻
生
川

 
麻
生
区

 
片
平

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
建
設

緑
政
局
北

部
都
市
基

盤
整
備
事

務

所
 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
麻
生

川
が
濁
っ

て
い
る
と

通
報

が

あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
原
因
は
ト
ン
ネ
ル

工
事

排
水
を

凝
集
沈

殿
さ
せ

る
前
に

河
川

に
放

流
し

て
し
ま

っ
た
こ

と
に
よ

る
も
の

だ
っ

た
。

事
業

者
に
対

し
、
河

川
の
土

砂
の
清

掃
と

再
発

防
止

策
等
を

記
載
し

た
報
告

書
を
提

出
す

る
よ

う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

11
／

7 
・

 
11

／
7 

11
／

7 

鶴
見
川

 
早
野
川

 
麻
生
区

 
早
野

 
 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
消
防
局
麻
生
消
防
署

 
②

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
消
防
局
麻
生
消
防
署

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
工
事

現
場
か
ら

油
が
流
れ

て
い

る

と
通

報
が
あ

っ
た
。

原
因
は

軽
油
が

入
っ

た
容

器
を

誤
っ
て

倒
し
て

し
ま
い

、
側
溝

か
ら

水
路

へ
流

出
し
て

し
ま
っ

た
こ
と

に
よ
る

も
の

だ
っ

た
。
油
は
吸
着
マ
ッ
ト
で
回
収
し
た
。
事
業
者
に

対
し

、
再
発

防
止
策

等
を
記

載
し
た

報
告

書
を

提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 

11
／

8 
・

 
11

／
8 

11
／

8 

多
摩
川

 
五
反
田
川

 
多
摩
区

 
栗
谷

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
五
反

田
川
の
生

田
駅
付
近

で
黄

土

色
の

水
が
流

れ
て
い

る
と
通

報
が
あ

り
、

現
地

調
査

を
行
っ

た
。
原

因
は
事

業
者
が

普
段

使
用

し
て

い
な
い

予
備
の

ポ
ン
プ

を
使
っ

た
こ

と
に

よ
り

残
っ
て

い
た
泥

を
巻
き

上
げ
た

可
能

性
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発

防
止

策
等
を

記
載
し

た
報
告

書
を
提

出
す

る
よ

う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

11
／

12
 

・
 

R7
／

 
6／

2 

R7
／

 
6／

2 

東
京
湾

 
田
辺
運
河

 
川
崎
区

 
扇
島

 

 

 
〇

 
 

④
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
⑤

 
な
し

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
よ
り
提

出
さ
れ
た

令
和
６
年

度
水

質

汚
濁

物
質

排
出

量
総

合
調

査
票

の
確

認
中

に

1,
4-
ジ

オ
キ

サ
ン

の
年

度
最

大
値

が
基

準
を

超

過
し

て
い
る

こ
と
を

確
認
し

た
。
事

業
者

に
確

認
を

と
っ
た

と
こ
ろ

、
現
在

は
基
準

値
未

満
で

推
移

し
て
い

る
と
の

こ
と
で

あ
っ
た

。
事

業
者

に
対

し
、
再

発
防
止

策
等
を

記
載
し

た
報

告
書

を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

12
／

2 
・

 
12

／
5 

12
／

5 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
○

 
②

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
③

 
な
し

 
④

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
大

腸
菌
群
数

が
基
準
超

過
し

た

と
連
絡
が
あ
っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、
原
因
究
明

を
行

い
、
再

発
防
止

策
等
を

記
載
し

た
報

告
書

を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

12
／

14
 

・
 

12
／

16
 

12
／

16
 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 

 

 
〇

 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

 
事

業
者
か

ら
現
場

作
業
中

に
使
用

し
て

い
た

ホ
ー

ス
が
破

れ
薬
剤

と
油
が

漏
洩
し

土
壌

接
触

し
た

と
連
絡

が
あ
っ

た
。
漏

洩
し
た

薬
剤

と
油

は
事
業
者
が
回
収
し
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発

防
止

策
等
を

記
載
し

た
報
告

書
を
提

出
す

る
よ

う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

12
／

16
 

・
 

12
／

16
 

12
／

16
 

多
摩
川

 
宮

内
排

水

樋
管

 
中
原
区

 
宮
内

 

 

○
 

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
上
下
水
道
局
中
部
下
水
道
事
務
所

 
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所

 
②

 
上
下
水
道
局
中
部
下
水
道
事
務
所

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

京
浜

河
川
事
務

所
の
パ
ト

ロ
ー
ル
が

宮
内

排

水
樋

管
か
ら

多
摩
川

へ
油
が

流
れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た
。

油
は
中

部
下
水

道
事
務

所
が

オ
イ

ル
フ

ェ
ン
ス

等
で
回

収
し
た

。
現
地

調
査

を
行

っ
た
が
、
発
生
源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

 

12
／

16
 

・
 

12
／

16
 

12
／

16
 

鶴
見
川

 
麻
生
川

 
麻
生
区

 
上
麻
生

 

 

 
○

 
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
麻
生
警
察
署
地
域
課

 
神
奈
川
県
川
崎
治
水
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
麻
生

川
が
白
く

濁
っ
て
い

る
と

通

報
が
あ
っ
た
。
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
発
生
源

の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

12
／

14
 

・
 

12
／

17
 

12
／

17
 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
○

  
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業
者
か
ら

pH
が
基
準
超
過
し
た
と
連
絡

が
あ

っ
た
。

事
業
者

に
対
し

、
原
因

究
明

を
行

い
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

-162-



発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

12
／

17
 

・
 

12
／

17
 

12
／

17
 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
〇

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

 
事

業
者
か

ら
ナ
フ

サ
を
送

油
す
る

配
管

の
点

検
中

に
漏
洩

を
覚
知

し
た
と

連
絡
が

あ
っ

た
。

配
管

下
の
草

地
に
漏

洩
し
た

油
は
事

業
者

が
回

収
し
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防
止
策
等
を
記

載
し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

12
／

18
 

・
 

12
／

18
 

12
／

18
 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
〇

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

 
事

業
者
か

ら
タ
ン

ク
ヤ
ー

ド
内
の

配
管

か
ら

油
が

漏
洩
し

土
壌
に

接
触
し

た
と
連

絡
が

あ
っ

た
。
漏
洩
し
た
油
は
事
業
者
が
回
収
し
た
。
事
業

者
に

対
し
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た

報
告

書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

1／
6 

・
 

1／
15

 
1／

15
 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業
者
か
ら

T-
N

が
基
準
超
過
し
た
と
連
絡

が
あ

っ
た
。

事
業
者

に
対
し

、
原
因

究
明

を
行

い
, 

再
発

防
止
策

等
を
記

載
し
た

報
告
書

を
提

出
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

1／
11

 
・

 
1／

11
 

1／
11

 

多
摩
川

 
 

五
反
田
川

 
多
摩
区

 
西
生
田

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
多
摩
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
五
反

田
川
で
白

濁
水
が
流

れ
て

い

る
と

通
報
が

あ
り
現

地
調
査

を
行
っ

た
が

、
発

生
源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た

 

 

1／
27

 
・

 
1／

27
 

1／
27

 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
〇

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
配

管
か
ら
ナ

フ
サ
が
漏

洩
し

、

土
壌

接
触
し

た
と
連

絡
が
あ

っ
た
。

漏
洩

し
た

ナ
フ

サ
は
事

業
者
が

回
収
し

た
。
事

業
者

に
対

し
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

1／
28

 
・

 
1／

28
 

1／
28

 

多
摩
川

 
宮
内
排
水

 
樋
管

 
中
原
区

 
宮
内

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
上
下

水
道
局
中

部
下
水
道

事
務
所
管

理

課
 

②
 

な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

 
京

浜
河
川

事
務
所

の
パ
ト

ロ
ー
ル

か
ら

宮
内

排
水

樋
管
か

ら
多
摩

川
へ
白

濁
水
が

流
れ

て
い

る
と
連
絡
が
あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
発

生
源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

2／
3 

・
 

2／
3 

2／
3 

鶴
見
川

 
麻
生
川

 
麻
生
区

 
片
平

 
 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
麻
生
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
麻
生

川
が
濁
っ

て
い
る
と

通
報

が

あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
発
生
源
の
特
定

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

2／
5 

・
 

R7
／

 
7／

11
 

R7
／

 
7／

11
 

多
摩
川

 
宮

内
排

水

路
 

中
原
区

 
宮
内

 

 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
①

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業
所
の
立
入
検
査
中
に

pH
が
規
制
基
準

値
を

超
過
し

て
い
る

こ
と
を

確
認
し

た
。

原
因

は
pH

セ
ン
サ
ー
の
汚
れ
に
よ
り
正
確
な
測
定

が
行

え
な
か

っ
た
こ

と
で
あ

っ
た
。

事
業

者
に

対
し

、
再
発

防
止
策

等
を
記

載
し
た

報
告

書
を

提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

2／
6 

・
 

2／
6 

2／
6 

多
摩
川

 
二

ヶ
領

用

水
 

高
津
区

 
北
見
方

 
 

 
○

 
 

②
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
高
津
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
③

 
な
し

 
④

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
ニ
ヶ

領
用
水
で

白
濁
水
が

流
れ

て

い
る
と
通
報
が
あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、

発
生
源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

2／
6 

・
 

2／
6 

2／
6 

東
京
湾

 
京
浜
運
河

 
川

崎
区

東

扇
島

 
 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
パ

ト
ロ
ー
ル

中
に
配
管

か
ら

軽

油
潤

滑
性
向

上
剤
が

漏
洩
し

、
土
壌

に
接

触
し

た
と

連
絡
が

あ
っ
た

。
漏
洩

し
た
軽

油
潤

滑
性

向
上

剤
は
事

業
者
が

回
収
し

た
。
事

業
者

に
対

し
、

再
発
防

止
策
等

を
記
載

し
た
報

告
書

を
提

出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

2／
17

 
・

 
2／

17
 

2／
17

 

鶴
見
川

 
矢
上
川

 
宮
前
区

 
土
橋

 
 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
宮
前
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
矢
上

川
で
白
濁

水
が
流
れ

て
い

る

と
通
報
が
あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
発
生

源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

 

2／
19

 
・

 
2／

20
 

2／
20

 

多
摩
川

 
三
沢
川

 
多
摩
区

 
菅
城
下

 
〇

 
 

  
①

 
環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
多
摩
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
多
摩
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
三
沢

川
へ
流
れ

る
水
路
で

魚
が

死

ん
で

い
る
と

通
報
が

あ
り
、

現
地
調

査
を

行
っ

た
が
、
発
生
源
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
死

魚
は
回
収
し
て
処
分
し
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

3／
5 

・
 

3／
5 

3／
5 

東
京

湾

  
 

多
摩
運
河

 
川

崎
区

殿

町
 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
消
防
局

 
海
上
保
安
庁

 
警
察
署

 
②

 
消
防
局

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
運

搬
用
ト
ラ

ッ
ク
か
ら

軽
油

が

漏
洩

し
、
雨

水
側
溝

を
通
じ

て
運
河

に
流

出
し

た
と

連
絡
が

あ
っ
た

。
雨
水

側
溝
及

び
排

水
口

の
油

は
事
業

者
が
吸

着
マ
ッ

ト
で
回

収
し

た
。

運
河

に
流

出
し

た
油

膜
は

散
水

し
拡

散
さ

せ

た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防
止
策
等
を
記
載
し

た
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

3／
11

 
・

 
3／

11
 

3／
11

 

多
摩
川

 
平
瀬
川

 
高

津
区

久

地
 

 

 
○

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民

か
ら
平
瀬

川
へ
流
れ

る
水
路
か

ら
白

濁

水
が

流
れ
て

い
る
と

通
報
が

あ
り
、

現
地

調
査

を
行

っ
た
が

、
発
生

源
の
特

定
に
は

至
ら

な
か

っ
た
。

 

 

3／
13

 
・

 
3／

13
 

3／
13

 

東
京
湾

 
水
江
運
河

 
川
崎
区

 
水
江
町

 
 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
配

管
フ
ラ
ン

ジ
か
ら
油

が
漏

洩

し
地

下
浸
透

し
た
と

連
絡
が

あ
っ
た

。
漏

洩
し

た
油
は
事
業
者
が
回
収
し
た
。
事
業
者
に
対
し
、

再
発

防
止
策

等
を
記

載
し
た

報
告
書

を
提

出
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

3／
17

 
・

 
3／

18
 

3／
18

 

多
摩
川

 
平
瀬
川

 
高
津
区

 
宇
奈
根

 

 

 
〇

 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
廃

液
タ
ン
ク

が
破
損
し

、
酸

性

物
質

を
含
む

廃
液
が

漏
洩
し

土
壌
浸

透
し

た
と

連
絡

が
あ
っ

た
。
漏

洩
し
た

廃
液
は

事
業

者
が

中
和
処
理
を
行
っ
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防

止
策

等
を
記

載
し
た

報
告
書

を
提
出

す
る

よ
う

指
導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。

 
 

3／
18

 
・

 
3／

18
 

3／
18

 

多
摩
川

 
平

瀬
川

支

川
 

宮
前

区
菅

生
 

 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
保
全
課

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
宮
前
区
役
所
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

 
②

 
な
し

 
③

 
な
し

 

判
明

 
 

不
明

 

市
民
か
ら
平
瀬
川
支
川
（
菅
生
小
学
校
付
近
）

が
白

濁
し
て

い
る
と

通
報
が

あ
り
、

現
地

調
査

を
行

っ
た
が

、
発
生

源
の
特

定
に
は

至
ら

な
か

っ
た
。

 

 

3／
25

 
・

 
3／

25
 

3／
25

 

東
京
湾

 
大
師
運
河

 
川
崎
区

 
浮
島
町

 
 

 
〇

 
 

①
 

環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 
②

 
な
し

 
③

 
環
境
局
環
境
対
策
推
進
課

 

判
明

 
 

不
明

 

事
業

者
か
ら
配

管
か
ら
油

が
漏
洩
し

土
壌

接

触
し

た
と
連

絡
が
あ

っ
た
。

漏
洩
し

た
油

は
事

業
者
が
回
収
し
た
。
事
業
者
に
対
し
、
再
発
防
止

策
等

を
記
載

し
た
報

告
書
を

提
出
す

る
よ

う
指

導
し
た
。

 

関
係

機
関

が
指

導

を
行
っ
た
。
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発
生
・

 
受
信
月
日

 
調
査
月
日

 

発
 
生
 
場
 
所

 
事
故
区
分

 
措
置
機
関
名

 
原
因
者

 
判
明
区
分

 
事
故
概
要
及
び
措
置
概
要

 
（
被
害
の
程
度
を
含
む
）

 

原
因

者
に

対
す

る

措
置

 
原

因
者

の
措

置
の

概
要
等

 
水
域
名

 
派
川
名

 
場
所
等

 
魚

 
死

 
亡

 

油
 

浮
 

遊
 

そ
 

の
 

他
 

①
 調

査
 

②
 回

収
等
対
策

 
③

 工
場
等
指
導

 

合
 
計

 
 

 
 

 

1 
8 

45
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